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｢仁木町の風力発電を考える会」  
        編集部  宮下 洋子 

風車反対の「陳情書」が 

 議会で継続審議却下！ 
 
★仁木から撤退―★銀山は除外 

11 月１５日、関西電力によって、＜（仮称）古平・仁木・余市ウイン

ドファーム事業（A 計画）＞から、仁木が外され、＜（仮称）古平・余

市ウインドファーム事業（Ｂ計画）＞として縮小した形で、新たに

再出発することが発表されました。 

ただし、「仁木町南部（銀山）については現在進める事業とは切り離

し、別の風力発電事業として計画を再提出する」としました。 

 

★１２月１６日：町民センターで、関電の説明会開催 

仁木町は、＜A 計画＞から外れはしたものの、「配慮書」～次の段

階に進み、「方法書」段階での説明会があるというので、行ってみま

した。 
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質疑応答は、あらかじめ質問用紙を配って記入したものを回収し、

プロジェクターに質問内容を映しながら、関電が一方的に回答する

もので、その回答に対して住民は、一切発言することや、反論する

ことの出来ないものでした。 

「後で質問時間を設けますから静かにして下さい」と言いながら、

終了時間一杯まで、引き延ばし、 

 「時間が来たのでここで一旦閉会し、質問のある方は、後で個別に

受け付けます」と言いながら、関電のスタッフが、あっという間に

机と椅子を片づけてしまうので、住民の人たちもどんどん帰ってし

まいました。巧妙な言論封じでした。 

 

★嘘やごまかしの多い一方的な説明 

嘘やごまかし

の多い関電の一

方的な説明や回

答に対して、初め

て来た住民は、信

じてしまうかも

知れないし、（そ

れが関電のネラ

イです）住民側に、

反論の余地を与

えないのは民主

的ではありませ

ん。 
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逆に言えば、関電は、本当のことを言っていないので、住民に質問

されるのが怖いのです。 

 

★策士
さ く し

、策
さく

に溺れる
お ぼ れ る

 

 ところが、住民側は関電が考えるほど愚かではありませんでした。 

関電の策略に気づいた住民が怒りだして、あちらからも、こちらか

らもブーイングの大合唱で、会場が騒然となりました。普段物静か

な銀山の人たちが、体を張って演壇の下にまで行って抗議したりし

ているのには驚きました。８５歳の老婦人が、最初から最後まで、

詰め寄って、抗議の声を叫び続けて止めず、本当にビックリしまし

た。 

 

★町長は公用で出席せず 

 こんな重要な場面に町長が公用で出席がなく、「今日の説明会より

重要な公用って何だろう」と、みな不信感を示す人たちも少なから

ずいました。 

 

 

本会議で風車に関する一般質問 
１２月２１日の AM９時から、本会議で、一期目の山内健生町会議

員が、風車に関する一般質問を行う予定です。是非、少しでも多く

の方の出席を！！ 
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